
全国総合開発計画
（一全総）

新全国総合開発計
画（新全総）

第三次全国総合開
発計画（三全総）

第四次全国総合開
発計画（四全総）

21世紀の国土の
グランドデザイン

閣議決定 昭和37年10月５日 昭和44年５月30日 昭和52年11月４日 昭和62年６月30日 平成10年３月31日

背 景

1 高度成長経済への
移行

2 過大都市問題、所
得格差の拡大

3 所得倍増計画(太平
洋ベルト地帯構想)

1 高度成長経済

2 人口､産業の大都
市集中

3 情報化､国際化､技
術革新の進展

1 安定成長経済

2 人口、産業の地方
分散の兆し

3 国土資源、エネル
ギー等の有限性の
顕在化

1 人口、諸機能の東
京一極集中

2 産業構造の急速な
変化等により、地
方圏での雇用問題
の深刻化

3 本格的国際化の進
展

1 地球時代(地球環
境問題､大競争､ア
ジア諸国との交流)

2 人口減少・高齢化
時代

3 高度情報化時代

目標年次 昭和45年 昭和60年
昭和52年から

おおむね10年間
おおむね平成12年

（2000年）
平成22年から27年
（2010-2015年）

基本目標
地域間の
均衡ある発展

豊かな環境の創造
人間居住の

総合的環境の整備
多極分散型国土の

構築
多軸型国土構造
形成の基礎づくり

開発方式等

拠点開発方式

目標達成のため工業の
分散を図ることが必要
であり、東京等の既成
大集積と関連させつつ
開発拠点を配置し、交
通通信施設によりこれ
を有機的に連絡させ相
互に影響させると同時
に、周辺地域の特性を
生かしながら連鎖反応
的に開発をすすめ、地
域間の均衡ある発展を
実現する。

大規模開発
プロジェクト構想

新幹線、高速道路等の
ネットワークを整備し
、大規模プロジェクト
を推進することにより
、国土利用の偏在を是
正し、過密過疎、地域
格差を解消する。

定住構想

大都市への人口と産業
の集中を抑制する一方
、地方を振興し、過密
過疎問題に対処しなが
ら、全国土の利用の均
衡を図りつつ人間居住
の総合的環境の形成を
図る。

交流ネットワーク
構想

多極分散型国土を構築
するため、①地域の特
性を生かしつつ、創意
と工夫により地域整備
を推進、②基幹的交通
、情報･通信体系の整
備を国自らあるいは国
の先導的な指針に基づ
き全国にわたって推進
、③多様な交流の機会
を国、地方、民間諸団
体の連携により形成。

参加と連携
－多様な主体の参加と地域連

携による国土づくり－

（４つの戦略）

1 多自然居住地域（小都
市、農山漁村、中山間
地域等）の創造

2 大都市のリノベーショ
ン（大都市空間の修復
、更新、有効活用）

3 地域連携軸（軸状に連
なる地域連携のまとま
り）の展開

4 広域国際交流圏（世界
的な交流機能を有する
圏域の形成）

国土形成計画
（全国計画）

平成20年７月４日

1 経済社会情勢の大
転換（人口減少・
高齢化、グローバ
ル化、情報通信技
術の発達）

2 国民の価値観の変
化・多様化

3 国土をめぐる状況
（一極一軸型国土
構造等）

平成20年から
おおむね10年間

多様な広域ブロッ
クが自立的に発展
する国土を構築、
美しく、暮らしや
すい国土の形成

（５つの戦略的目標）

1 東アジアとの交流
・連携

2 持続可能な地域の
形成

3 災害に強いしなや
かな国土の形成

4 美しい国土の管理
と継承

5 「新たな公」を基
軸とする地域づくり

これまでの国土計画 参考資料２


